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研究内容 

⚫ 循環器疾患診療実態調査（JROAD/JROAD-DPC) 

循環器疾患診療実態調査：The Japanese Registry Of All cardiac and 

vascular Diseases (JROAD)は、2004 年より日本循環器病学会が主導で行

っている全国調査である。JROAD は、(1)施設概要（循環器医療の供給度）、(2)

検査や治療の実施状況（循環器医療の必要度） から構成されている。2013 年度

より JROAD のデータセンター・事務局は国立循環器病研究センターにおかれ、学

会との共同研究を推進している。情報利用促進部でも多数論文化を行っている。 

⚫ J-AB レジストリ（カテーテルアブレーション症例全例登録プロジェクト） 

本レジストリは、国立循環器病研究センターと日本不整脈心電学会の主導により、

全国の医療機関からカテーテルアブレーション症例を蓄積し、解析する前向き観察

研究である。情報利用促進部はデータセンターを担っており、症例登録推進と統計

解析等で貢献している。 

⚫ J-LEX レジストリ（リード抜去症例の実態調査） 

本レジストリは、日本におけるリード抜去手術の実態を、治療適応、予後を含めて調

査し、日本独自のエビデンスを確立することを目指し、開始された。国立循環器病

研究センターと日本不整脈心電学会の主導により、現在、全国の医療機関から経静

脈リード抜去術の症例の情報を集積している。情報利用促進部はデータセンターお

よび J-LEX レジストリ事務局を担っている。 

⚫ J-MITRA レジストリ（経皮的僧帽弁接合不全修復システムを用いた僧帽弁閉鎖不

全に対する治療介入の有効性と安全性に関する多施設レジストリ研究）  

本登録研究は、手術リスクの高い器質的ないし機能性僧帽弁閉鎖不全を有する患

者に対する経皮的僧帽弁接合不全修復システムを用いた治療の安全性モニタリン

グを含む実態調査を目的としている。情報利用促進部はデータセンターを担ってお

り、日本循環器学会と連携し、登録推進および安全性モニタリングに貢献している。 

⚫ J-LAAO レジストリ（経皮的左心耳閉鎖システムを用いた非弁膜症性心房細動患

者の塞栓予防の有効性と安全性に関する多施設レジストリ研究） 

本研究は、塞栓症リスクが高いにもかかわらず長期的抗凝固療法を行うことができ

ない非弁膜症性心房細動患者に対する、経皮的左心耳閉鎖術の安全性モニタリン

グを含む実態調査を目的とする。 



⚫ 院外心停止研究： 

本研究では、総務省消防庁の院外心停止登録などの国内外のデータベースを利用

し、院外心停止患者転帰の改善を目標に、統計的因果推論的手法を用いた様々な

研究に取り組んでいる。 

⚫ LIFE Study（九州大学大学院医学研究院 医療経営・管理学講座）： 

LIFE Study は、地域住民の医療・介護・保健・行政データを収集・統合しコホート

研究を行うデータベース・プロジェクトであり、循環器疾患を対象とした研究を行っ

ている。 
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